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１．研究計画の概要 
本研究は、「ELP と教員研修との関係性」、「外
国語教育研修における多言語多文化の背景」、
「実践的外国語教員研修カリキュラムの実
効性との日本への応用」、「日本における実践
的外国語教員研修カリキュラム開発」という
４段階の調査研究をもとに、LSP 教員研修シ
ステムの信頼性と妥当性を検証し、ヨーロッ
パで進められている ELP (European Language 
Portfolio)及び CLIL (Content and Language 
Integrated Learning)と教員研修の実態を背
景として、日本における実践的な外国語（英
語）教員研修の枠組を構築することを目的と
して実施している。 
 
２．研究の進捗状況 
上記で「ELP と教員研修との関係性」、「外国
語教育研修における多言語多文化の背景」、
「実践的外国語教員研修カリキュラムの実
効性との日本への応用」に関する調査研究を
ほぼ終えて、現段階ではまとめと考察に入っ
ている。計画と異なる点は、当初、オースト
ラリアや香港を本研究の調査対象として含
めていたが、調査を進める段階で、ヨーロッ
パの CEFR が有効と考えるに至り，特に、CLIL
（言語内容を統合した学習）を実践的外国語
教員研修カリキュラムに取り入れ、焦点を当
てたことである。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。上記に示
した、「ELP と教員研修との関係性」、「外国
語教育研修における多言語多文化の背景」、
「実践的外国語教員研修カリキュラムの実
効性との日本への応用」、「日本における実践
的外国語教員研修カリキュラム開発」の４段

階に分けて以下に記す。 
 
（１）「ELP と教員研修との関係性」 
ポートフォリオ評価の観点から調査をまと
めた。 
 
（２）「外国語教育研修における多言語多文
化の背景」 
各国でほぼ共通して取り入れていることが
特定できた。特に、「文化間コミュニケーシ
ョ ン 能 力 (intercultural communicatve 
competence)の必要性が認識できた。 
 
（３）「実践的外国語教員研修カリキュラム
の実効性との日本への応用」  
日本の伝統、地域性、教育環境、政策などを
背景とした環境に合うモデルとしてフィン
ランドの教員研修を採用し、それをもとに検
証した。 
 
（４）「日本における実践的外国語教員研修
カリキュラム開発」 
上記で示したモデルをもとに現在開発中で
ある。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記の（４）「日本における実践的外国語教
員研修カリキュラム開発」を進めるために、
さらに専門家や教師を利用した質的調査を
実施し、開発を公開する予定である。 
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